
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室又は脱衣室に対する暖房機を設け、指令手段による暖房指令に基づいて暖房機を運
転する制御を行う暖房制御手段を設けてある風呂設備であって、前記暖房機の運転開始に
伴って浴室又は脱衣室の窓の開閉を判別して開放であれば報知手段を作動させる報知制御
を実行する報知制御手段を設

てある風呂設備。
【請求項２】
　前記窓が開放していると暖房機の運転を停止させる暖房停止制御を実行するように前記
暖房制御手段を構成してある請求項１記載の風呂設備。
【請求項３】
　

請求項１又は２記載の風呂設備。
【請求項４】
　

請求項１、２又は３記載の風呂設備。
【請求項５】
　 請求項１、２、３又は４記載の風呂設備。
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け、
前記報知制御手段を、前記暖房運転の開始に伴う室温の上昇率が基準以上であるか否か、
又は、暖房開始後所定時間が経過したときの室温が基準温度以上であるか否かにより、窓
の開閉を判別するように構成し

前記暖房機として、室内と加熱部との間で空気を循環させることにより室内を暖房する
ものを設けてある

前記暖房機として、暖房機能と換気しながら暖房する室内乾燥機能とを有するものを設
けてある

前記報知手段を前記脱衣室に設けてある



【請求項６】
　

請求項１、２、３、４又は５記載の風呂設備。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、風呂設備で、詳しくは、浴室又は脱衣室に対する暖房機を設け、指令手段によ
る暖房指令に基づいて暖房機を運転する制御を行う暖房制御手段を設けてあるものに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来の風呂設備では、暖房指令に基づいて暖房制御手段のみの作動させることにより浴室
や脱衣室を暖房するようにしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上記従来の技術によるときは、浴室や脱衣室の窓が閉まっていれば、冬季などの
寒い時期でも浴室や脱衣室を良好に暖房できて風呂を快適に使用できるのであるが、窓の
閉め忘れや、閉めたとの思い違いがあると、暖房機を運転して暖房を行っても、室温を十
分に温めることができず、風呂を快適に使用することができない。
本発明の目的は、窓を閉めた状態での浴室や脱衣室の暖房を励行できるようにする点にあ
る。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の本発明によるときは、報知手段により、暖房機の運転時に窓の開閉を判別
して開いていると報知手段を作動させてその旨を報知するように構成してあるから、窓を
閉じることを使用者に喚起して窓の閉じ操作を励行することができる。
【０００５】
　その結果、暖房機を運転しての浴室や脱衣室の暖房を良好、かつ、確実に行うことがで
きて、風呂を快適使用できるようになった。
　

【０００６】
請求項２記載の本発明によるときは、窓が開放していると暖房機の運転を停止させるよう
に構成してあるから、無駄な暖房を回避できる。
【０００９】
請求項４記載の本発明によるときは、空気循環により室内を暖房するように暖房機を構成
してあるから、室内全体を万遍なく暖房できる。
【００１０】
請求項５記載の本発明によるときは、暖房機により室内暖房と室内乾燥とを行うように構
成してあるから、風呂使用時には、室内暖房を行いながらも、風呂使用後は、室内乾燥を
行うことにより、湿りがちな浴槽や脱衣室を乾燥状態に維持でき、浴槽や脱衣室の湿気に
よる耐久性低下を防止することができる。
【００１１】
請求項５記載の本発明によるときは、報知手段を脱衣室に設けて、浴室に入る前に、窓の
開閉状態を使用者に知らせるように構成してあるから、確実に使用者に窓の開閉状態を知
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前記指令手段が、脱衣室に設けた第１リモコンに組み込まれており、前記報知手段が前
記第１リモコン及びその第１リモコンに通信手段を介して連係する第２リモコンに組み込
まれている

また、請求項１の発明によるときは、窓が開いていると、室温の上昇度合いが小さいこ
とに着目して、暖房運転の開始に伴う室温の上昇率が基準以上であるか否か、又は、暖房
開始後所定時間が経過したときの室温が基準温度以上であるか否かにより、窓の開閉を判
別するように構成してあるから、窓の開閉を判別するための構成が窓に一切不要である。
　その結果、本発明によれば、風呂の快適使用のための暖房を有効利用して、構造簡単、
かつ、容易に窓の開閉を判別することができるようになった。



らせることができ、一層、風呂を快適使用できるようになった。
【００１２】
請求項６記載の本発明によるときは、指令手段を組み込んだ第１リモコンと、その第１リ
モコンに通信手段を介して連係する第２リモコンとに報知手段を組み込んであるから、報
知性能を優れたものにできる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
風呂設備は、図１に示すように、浴槽１を備えた浴室Ｃと脱衣室Ｃ１とを設け、前記浴室
Ｃの天井に、浴室乾燥装置を兼用する温水式の浴室暖房機Ａを設け、屋外に、この浴室暖
房機Ａ及び浴槽１並びに一般給湯栓（後述する）に給湯するための給湯器としての熱源機
Ｂを設け、前記脱衣室Ｃ１に、前記浴室暖房機Ａに双方向に通信可能に接続した第１リモ
コンとしての暖房機リモコンＡ１を設け、台所など脱衣室以外の箇所に、前記熱源機Ｂに
双方向に通信可能に接続する第２リモコンとしてのメインリモコンＢ１を設け、浴室Ｃに
、前記熱源機Ｂに双方向に通信可能に接続する浴室リモコンＢ２を設けて構成されている
。
【００１４】
先ず前記熱源機Ｂについて説明すると、図２に示すように、熱源機Ｂは、浴槽１や給湯栓
２に給湯するための給湯用動作部Ｄと、浴室暖房機Ａに空気加熱用の温水を循環供給する
ための温水循環用動作部Ｅと、浴槽１内の湯水を追焚きするための追焚用動作部Ｆとを備
えている。この追焚用動作部Ｆが浴槽１内の湯を加熱する加熱手段に構成されている。
【００１５】
前記給湯用動作部Ｄは、燃焼室内に配設したガス燃焼式の給湯用バーナ３と、この給湯用
バーナ３により加熱される給湯用熱交換器４と、給湯用バーナ３に燃焼用空気を供給する
給湯用燃焼ファン５と、給湯用バーナ３を点火するのためのイグナイタと、着火を検出す
るフレームロッドを備えている。
【００１６】
前記給湯用熱交換器４には、一般家庭用の水道管に接続されて加熱用の水を供給する給水
路６と、加熱後の湯を供給する給湯路７とが接続されている。前記給水路６と給湯路７と
は、前記給湯用熱交換器４を迂回する状態でバイパス路８を介して接続されている。この
バイパス路８には、給湯路７からの湯の量と給水路６からの水の量との混合比率を調整し
て、所望の温度の湯を得るためのミキシング弁９が図外の電動モータによって作動可能に
設けられている。
【００１７】
前記給水路６には、給湯用熱交換器４への入水温度を検出する入水サーミスタ１０と、通
水量を検出する水量センサ１１とが設けられおり、前記給湯路７には、加熱後の湯の温度
を検出する出湯サーミスタ１２と、ミキシング弁９の作動によって混合された後の湯の温
度をバイパス路８との接続箇所よりも下流側で検出する給湯サーミスタ１３とが設けられ
ている。
【００１８】
前記給湯用バーナ３には、一般家庭用の燃料ガスを供給する元ガス供給路１４から分岐し
た給湯用ガス供給路１５が接続されている。前記元ガス供給路１４には燃料ガスの供給を
断続する電磁式断続弁１４ａが設けられている。前記給湯用ガス供給路１５には、燃料ガ
スの供給量を調節する電磁比例弁１６と、燃料ガスの供給を断続する電磁式断続弁１７と
が設けられている。
【００１９】
前記温水循環用動作部Ｅは、燃焼室内に配設されたガス燃焼式の温水循環用バーナ１８と
、この温水循環用バーナ１８により加熱される温水循環用熱交換器１９と、この温水循環
用バーナ１８に燃焼用空気を供給する温水循環用燃焼ファン２０と、温水循環用バーナ１
８を点火するのためのイグナイタと、着火を検出するフレームロッドを備えている。
【００２０】
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前記温水循環用バーナ１８には前記元ガス供給路１４から分岐した温水循環用ガス供給路
２１が接続されており、この温水循環用ガス供給路２１には電磁比例弁２２と電磁式断続
弁２３とが設けられている。
【００２１】
前記温水循環用熱交換器１９には、膨張タンク２４内の水を供給する温水循環用給水路２
５と、加熱後の湯を供給する温水循環用給湯路２６とが接続されている。そして、図３、
図４に示すように、この温水循環用給湯路２６を浴室暖房機Ａに設けた乾燥暖房用熱交換
器２７に接続する一方、その乾燥暖房用熱交換器２７により熱交換された後の湯水を膨張
タンク２４内に戻すための温水循環用戻り路２８を設けて、温水循環用熱交換器１９と乾
燥暖房用熱交換器２７との間で温水を循環させるように構成されている。
【００２２】
前記温水循環用給湯路２６と温水循環用戻り路２８は、浴室暖房機Ａを迂回する状態でバ
イパス路２９を介して接続されている。そのバイパス路２９には、浴槽１内に追焚き用の
高温水を供給するための追焚用熱交換器３０と、ヒータによる加熱で開弁する追焚用の熱
動弁３１とが設けられている。
【００２３】
前記温水循環用給水路２５には、膨張タンク２４内の水を吸引して温水循環用１９に供給
するとともに、加熱後の湯を浴室暖房機Ａや追焚用熱交換器３０に供給するための循環ポ
ンプ３２が設けられ、温水循環用給湯路２６には、加熱後の湯の温度を検出する循環温水
サーミスタ３３が設けられている。
【００２４】
前記追焚用動作部Ｆは、浴槽１内の湯水を追焚用熱交換器３０に供給する追焚用戻り路３
４と、追焚用熱交換器３０によって加熱された後の湯を浴槽１に供給する追焚用給湯路３
５とを設けて構成した追焚き用循環路を、風呂アダプタ３６を介して浴槽１に接続して構
成されている。
【００２５】
前記追焚用戻り路３４には、浴槽１内の湯水を吸引して前記追焚用給湯路３５を介して浴
槽１に循環させるための追焚用循環ポンプ３７が設けられており、この追焚用戻り路３４
のうち追焚用循環ポンプ３７と浴槽１との間の部分には、浴槽１側から順に、浴槽１内の
湯水の温度を検出する風呂サーミスタ３８と、水流スイッチ３９と、浴槽１内の湯水の水
位を検出する水位センサ４０が設けられている。
【００２６】
前記追焚用戻り路３４のうち追焚用循環ポンプ３７と追焚用熱交換器３０との間の部分に
は、給湯サーミスタ１３より下流側の給湯路７から分岐した湯張り路４１が接続され、こ
の湯張り路４１には、上流側から順に、風呂電磁弁４２と逆止弁付き大気開放式のホッパ
４３と逆止弁４４が設けられている。
【００２７】
前記ホッパ４３と逆止弁４４とは、浴槽１内の湯水が湯張り路４１を介して給湯路７側に
逆流するのを防止するために設けられるもので、たとえ逆止弁４４が故障して浴槽１内の
湯水が逆流しても、ホッパ４３によってその逆流が遮断され、かつ、逆流した湯水がホッ
パ４３内に貯められるように構成され、このホッパ４３には、貯められた湯水を浴槽１内
に戻すための排水電磁弁４５付きの戻し路４６が接続され、この戻し路４６が水位センサ
４０と追焚用循環ポンプ３７との間の追焚用戻り路３４に接続されるとともに、ホッパ４
３内の湯水をオーバーフローさせるための排水路４７が設けられている。
【００２８】
前記給湯用動作部Ｄと温水循環用動作部Ｅと追焚用動作部Ｆの作動は、マイクロコンピュ
ータを主要部とする制御手段としての熱源機制御部Ｂ３により、予め記憶されている制御
プログラムに基づいて制御され、浴室暖房機Ａの作動は、マイクロコンピュータを主要部
とする制御手段としての浴室暖房機制御部Ａ２により、予め記憶されている制御プログラ
ムに基づいて制御されるように構成されていている。
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【００２９】
前記浴室暖房機Ａは、図３，図４に示すように、基本的には、一端を吸気口４８とし、か
つ、他端を吹出口４９とした浴室空気循環路５２を形成するケーシング５０を設け、その
ケーシング５０内に、吸気口４８から浴室Ｃ内の空気を導入して吹出口４９からその浴室
Ｃ内に戻す循環ファン５１を設けるとともに、この循環ファン５１で循環される空気を加
熱する状態に前記乾燥暖房用熱交換器２７、つまり、加熱部を設けて、浴室Ｃ内と乾燥暖
房用熱交換器２７との間で空気を循環させることにより浴室Ｃ内を暖房するように構成さ
れている。
【００３０】
かつ、前記浴室空気循環路５２のうち循環ファン５１よりも空気循環方向下手側で、かつ
、乾燥暖房用熱交換器２７よりも空気循環方向上手側には、その浴室空気循環路５２の空
気を屋外に放出可能な空気放出路としての排気ダクト５３が接続され、浴室空気循環路５
２と排気ダクト５３との接続部には、浴室空気循環路５２に導入した空気を浴室１内に戻
す循環空気量と、浴室空気循環路５２に導入した空気をその途中から排気ダクト５３で屋
外に排出する排出空気量との割合を変更調節可能な電動式の可動ダンパー５４が設けられ
ている。
【００３１】
そして、浴室暖房機Ａは、
〈１〉温水循環用動作部Ｄを作動させて乾燥暖房用熱交換器２７に温水を循環供給すると
ともに、循環ファン５１を作動させ、かつ、導入空気の全量を浴室Ｃに戻す状態に可動ダ
ンパー５４を切り換えることにより、浴室Ｃに対する暖房を行う暖房運転状態となり、
〈２〉温水循環用動作部Ｄを作動させて乾燥暖房用熱交換器２７に温水を循環供給すると
ともに、循環ファン５１を作動させ、かつ、導入空気の一部を浴室Ｃに戻す一方、残りを
屋外に排出する状態に可動ダンパー５４を切り換えることにより、浴室Ｃに対する乾燥暖
房を行う乾燥暖房運転状態となり、
〈３〉循環ファン５１を作動させ、かつ、導入空気の全量を浴室Ｃに戻す状態に可動ダン
パー５４を切り換えることにより、浴室Ｃに涼風を供給する涼風運転状態となり、
〈４〉循環ファン５１を作動させ、かつ、導入空気の一部を浴室Ｃに戻す一方、残りを屋
外に排出する状態に可動ダンパー５４を切り換えることにより、浴室Ｃに対する換気を行
う換気運転状態となる
ように構成されている。
【００３２】
風呂設備の制御装置は、図５に示すように、熱源機制御部Ｂ３と浴室暖房機制御部Ａ２と
を備え、これらは、それぞれの通信制御部Ｂ４，Ａ３を介して有線或いは無線で互いに双
方向に通信可能に接続されている。そして、前記メインリモコンＢ１と浴室リモコンＢ２
は、通信制御部Ｂ４を介して有線或いは無線で熱源機制御部Ｂ３と双方向に通信可能に接
続され、前記浴室暖房機リモコンＡ１は通信制御部Ａ３を介して有線或いは無線で浴室暖
房機制御部Ａ２と双方向に通信可能に接続されている。
【００３３】
前記メインリモコンＢ１と浴室リモコンＢ２には、風呂運転スイッチ５５と、給湯温度設
定スイッチ５６と、指令手段である自動湯張りスイッチ５７と、湯温設定具５８と、自動
追焚スイッチ５９とが設けられている。
【００３４】
他方、浴室暖房機リモコンＡ１には、浴室暖房機Ａの運転を停止させる運転停止スイッチ
６０と、乾燥運転スイッチ６１と、涼風運転スイッチ６２と、暖房運転スイッチ６３と、
換気運転スイッチ６４と、運転時間設定具６５とが設けられている。
【００３５】
前記熱源器制御部Ｂ３には、一般給湯を実行する一般給湯制御手段ｂ１と、湯張り制御を
実行する給湯制御手段（以下自動湯張り制御と称する。）ｂ２と、追焚制御を実行する自
動追焚制御手段ｂ３とが設けられている。
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【００３６】
前記一般給湯制御手段ｂ１は、メインリモコンＢ１又は浴室リモコンＢ２の風呂運転スイ
ッチ５５をＯＮ操作して、例えば給湯栓２を開くことにより実行され、給水路６を設定値
以上の水が通流したことを水量センサ１１で検出すると、給湯用燃焼ファン５を駆動する
とともに、給湯用ガス供給路１５の断続弁１７を開け、かつ、電磁比例弁１６を調整して
、イグナイタで給湯用バーナ３に着火する。
【００３７】
そして、給湯用熱交換器４で加熱された後の湯は、ミキシング弁９でバイパス路８からの
水と混合されて給湯栓２から吐出され、このとき、給湯サーミスタ１３で湯の温度が検出
されて、この検出結果に基づいてミキシング弁９が制御され、給湯栓２から吐出される湯
の温度は、メインリモコンＢ１又は浴室リモコンＢ２の給湯温度設定スイッチ５６で設定
された温度に維持される。
【００３８】
前記自動湯張り制御手段ｂ２は、メインリモコンＢ１又は浴室リモコンＢ２の自動湯張り
スイッチ５７がＯＮ操作されると実行され、風呂電磁弁４２を開いて、一般給湯モードと
同様に、給湯用熱交換器４で加熱されてミキシング弁９で温度調節された後の湯が、図２
の破線矢印で示すように、追焚用戻り路３４から風呂アダプタ３６を介して浴槽１内に供
給される。
【００３９】
この自動湯張り制御手段ｂ２の実行においては、風呂サーミスタ３８による湯温の検出結
果に基づいてミキシング弁９が制御されて、メインリモコンＢ１又は浴室リモコンＢ２の
湯温設定具５８で設定された温度の湯が供給され、浴槽１に所定量の湯が供給されたこと
を水位センサ４０が検出すると、風呂電磁弁４２を閉じるとともに、給湯用ガス供給路１
５の電磁比例弁１６を閉じて給湯用バーナ３の燃焼を停止して湯張りを停止し、一定時間
経過後に給湯用燃焼ファン５の駆動も停止する。
【００４０】
なお、自動湯張り制御手段ｂ２が実行開始された後に、仮に給湯栓２が開けられると、そ
の湯張りを停止して一般給湯制御ｂ１が実行され、一般給湯制御ｂ１が自動湯張り制御ｂ
２に優先して実行されるようになっており、給湯栓２が閉じ操作されると、自動湯張り制
御手段ｂ２の実行が再開される。
【００４１】
前記自動追焚制御ｂ３は、メインリモコンＢ１又は浴室リモコンＢ２に設けた自動追焚ス
イッチ５９がＯＮ操作される、或いは、自動湯張り制御手段ｂ２の実行を中断して湯張り
を停止すると、自動的に実行され、風呂電磁弁４２を閉じて追焚用循環ポンプ３７が駆動
され、浴槽１内の湯水は、図２の実線矢印で示すように、追焚用戻り路３４から吸引され
て追焚用給湯路３５から浴槽１に戻るように循環する。
【００４２】
そして、この循環する湯水の温度を風呂サーミスタ３８が検出して、その検出温度が湯温
設定具５８で設定した設定温度にほぼ達していれば、追焚用循環ポンプ３７の駆動が停止
され、風呂サーミスタ３８による検出温度が設定温度よりも低い場合には、水流スイッチ
３９の作動で温水循環用ガス供給路２１の電磁比例弁２２が開けられて、イグナイタで温
水循環用バーナ１８に着火され、追焚用戻り路３４を通って追焚用熱交換器３０で加熱さ
れた後の湯水が追焚用給湯路３５から浴槽１内に戻される。
【００４３】
前記浴室暖房機制御部Ａ２は、図６に示すように、乾燥運転スイッチ６１をＯＮ操作する
ことで乾燥制御を実行し、暖房運転スイッチ６３をＯＮ操作することで暖房制御手段Ｈに
よる暖房制御を実行し、換気運転スイッチ６４をＯＮ操作することで換気制御を実行し、
涼風運転スイッチ６２をＯＮ操作することで涼風制御を実行し、運転停止スイッチ６０を
ＯＮ操作することで全制御の実行を停止するものである。
前記乾燥制御は、図３に示すように、浴室空気循環路５２に導入した空気の一部を排気ダ
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クト５３から屋外に排出する位置に可動ダンパー５４を移動させて、循環ファン５１の駆
動を開始するとともに、図示しない熱動弁を開いて浴室暖房用熱交換器２７へ温水を供給
することにより乾燥運転を開始する。
【００４４】
そして、浴室空気循環路５２に導入した空気の一部が排気ダクト５３から屋外に排出され
るとともに、残りの空気が浴室暖房用熱交換器２７で温められた後浴室Ｃ内に戻されて、
浴室Ｃ内の温度が予め設定した設定温度範囲に維持されるように熱動弁の開閉が制御され
、運転時間設定具６５で設定した設定時間がタイムアップすると、又は、運転停止スイッ
チ６０が操作されるとその乾燥運転を終了する。
【００４５】
前記暖房制御は、乾燥制御と同様の開始動作で暖房運転が開始され、浴室空気循環路５２
に導入した空気が乾燥暖房用熱交換器２７で温められた後浴室Ｃ内に戻されて、浴室Ｃ内
の温度が予め設定した設定温度範囲に維持されるように熱動弁の開閉が制御され、運転時
間設定具６５で設定した設定時間がタイムアップすると、又は、運転停止スイッチ６０が
操作されるとその暖房運転を終了する。
【００４６】
前記換気制御は、図４に示すように、浴室空気循環路５２に導入した空気の略全部を排気
ダクト５３から屋外に排出する位置に可動ダンパー５４を移動させるとともに、循環ファ
ン５１の駆動を開始して、浴室Ｃ内を換気する換気運転を開始し、運転時間設定具６５で
設定した設定時間がタイムアップすると、又は、運転停止スイッチ６０が操作されるとそ
の換気運転を終了する。
【００４７】
前記涼風制御は、図３に示すように、浴室空気循環路５２に導入した空気の一部を排気ダ
クト５３から屋外に排出する位置に可動ダンパー５４を移動させるとともに、循環ファン
５１を駆動することにより、浴室空気を循環通風させる涼風運転を開始し、運転時間設定
具６５で設定した設定時間がタイムアップすると、又は、運転停止スイッチ６０が操作さ
れるとその涼風運転を終了する。
【００４８】
そして、前記浴室暖房機制御部Ａ２は、図７に示すように、暖房運転スイッチ６３のＯＮ
に基づく暖房機Ａの運転開始に伴って浴室Ｃの窓Ｗの開閉を判別して開放ならば報知装置
であるブザー７０を鳴動させる窓閉め忘れ防止制御を実行する報知制御手段Ｚを備えてい
る。
【００４９】
かつ、浴室暖房機制御部Ａ２、つまり、暖房制御手段Ｈは、窓Ｗが開放していると暖房停
止制御を実行するように構成されている。
【００５０】
前記ブザー７０は、暖房機リモコンＡ１と、メインリモコン（第２リモコン）Ｂ１とに組
み込まれている。
【００５１】
前記報知制御手段Ｚは、自動湯張り指令に基づいて前記浴室暖房機Ａを運転することによ
る室温の上昇度合いによって窓Ｗの開閉を判別するように構成されている。
詳述すると、図８に示すように、浴室暖房機Ａを作動させて暖房を行った場合、窓Ｗが閉
じていれば、線イに示すように、短時間のうちに室温が上昇するが、窓Ｗが開いていると
、線ロに示すように、室温の上昇率が悪い。従って、室温の上昇率が基準以上であるか否
かを見たり、或いは、暖房開始後所定時間Ｔが経過したときの室温が基準温度以上である
か否かを見ることなどによって、窓Ｗが閉じているか開いているかを判別できるのである
。つまり、室温をパラメーターとして窓Ｗの開閉を判別できるのである。
【００５３】
　
　上記実施の形態では、給湯器Ｂとして２缶３水式の給湯器を示したが、給湯器Ｂは１缶
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３水式のものであっても良い。
【００５４】
上記実施の形態では、暖房機Ａとして、浴室暖房機を示したが、暖房機Ａは、脱衣室Ｃ１
を暖房対象とするもの、或いは、浴室Ｃ及び脱衣室Ｃ１を暖房対象とするものであっても
良い。
【００５５】
上記実施の形態では、窓Ｗをして浴室Ｃの窓を示したが、窓Ｗは、脱衣室Ｃ１の窓、或い
は、浴室Ｃ及び脱衣室Ｃ１の窓であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】風呂設備の概略断面図
【図２】熱源機の概略構成図
【図３】暖房状態を示す浴室暖房機の断面図
【図４】換気状態を示す浴室暖房機の断面図
【図５】制御ブロック図
【図６】フローチャート
【図７】フローチャート
【図８】窓の開閉に伴う室温の変化を示すグラフ
【符号の説明】
Ａ　　　暖房機
Ａ１　　第１リモコン
Ｂ１　　第２リモコン
Ｃ　　　浴室
Ｃ１　　脱衣室
Ｈ　　　暖房制御手段
Ｗ　　　窓
Ｚ　　　報知制御手段
６３　　指令手段
７０　　報知手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 3744586 B2 2006.2.15



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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